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平成２２年９月２日 

 

 

― ９月９日は「救急の日」 ― 

 

  

 救急医療週間は、救急医療と救急業務に対する都民の皆様の正しい理解と認識を深め、

救急医療関係者の意識を高めることを目的に、毎年９月９日を含む日曜日から土曜日ま

での１週間に行っています。 

本年も、９月９日（木）の「救急の日」や、９月５日（日）から９月１１日（土）ま

での「救急医療週間」を中心に、東京消防庁救急相談センターの周知を端緒として救急

業務への理解を高め、更に、応急手当技能の普及並びに応急手当の実施に対する意識の

高揚を図るために、平成２２年度東京消防庁救急セミナー（開催地：東久留米市）をは

じめとする行事を実施いたします。 

 

１ 救急医療週間 

平成２２年９月５日（日）から９月１１日（土）まで 

２ 推進事項 

  東京消防庁では、広く都民に対して「東京消防庁救急相談センターの周知及び利用

促進」とともに、「応急手当技能を身につけ、応急手当を行うことの重要性」、「救急車

の適正利用」を呼びかけていきます。 

⑴  東京消防庁救急相談センターの周知及び利用促進 

  東京消防庁救急相談センター（以下「救急相談センター」という。）は、本年６月

１日で開設４年目を迎えました。業務開始以来３年間に、約８７万１千件の電話を

受付け、約７２万１千人の医療機関案内（※１）と約１２万９千件の救急相談（※

２）を行い、急な病気やけがで判断に迷う都民に安心を提供するとともに、救急搬

送された傷病者の軽症の割合が低下するなど、救急車の適正利用等に関しても成果

をあげています。（別紙１－１から１－３） 

   一方、救急相談センターの都民への周知率は、いまだ３３．１％（平成２２年消

防に関する世論調査）にとどまっていることから、「救急の日」及び「救急医療週間」

の機会を捉え、都民が救急車の利用について判断に迷う場合、又は、診療可能な医

療機関が知りたい場合や応急手当に関するアドバイスを受けたい場合などに利用し

てもらえるように、救急医療週間中に消防署で行う行事やポスターの掲示等を通じ

て、より一層の周知及び利用促進を図ることで、真に救急車を必要とする傷病者を

一刻も早く救護することができるよう、あらゆる機会を通じた広報活動を集中的か

 

 



つ強力に推進していきます。 

なお、平成２１年中の救急相談センターの受付状況等については、別紙２－１か

ら２－３、救急医療週間前後の主な救急相談センター広報行事予定は別紙３のとお

りです。 

⑵  応急手当の普及啓発の推進 

心肺停止状態に陥った傷病者を救命するためには、現場に居合わせた人（バイス

タンダー）による応急手当の実施が極めて重要です。東京消防庁では、都民参加の

もと大規模な応急手当の講習(※)を実施するほか、各消防署において応急手当の講

習会やイベントが開催され、広く都民に対し応急手当を積極的に実施できるよう普

及、啓発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイスタンダーの応急手当の実施状況とその効果について別紙５－１から５－４

に示します。 

ア 別紙５－１の解説 

平成２１年中に全心停止傷病者搬送人員１２，１２９人の発生場所別の応急手

当の実施状況は、別紙５－１のとおりです。 

公衆の出入りする場所での応急手当の実施状況を見ると、駅では１７７人の心

停止傷病者が発生し、そのうち７９名（４４．６％）の人に対して応急手当が実

施されています。運動場や体育館では３４人の心停止傷病者が発生していますが、

３１名（９１．２％）の人に対して応急手当が行われています。 

一方、搬送人員の７２％を占める住宅では、８，７５７名の心停止傷病者が発

生し、そのうち１，６３５名（１８．７％）に対して応急手当が行われています。

昨年に比較し４ポイント向上しているものの、一般道路よりも低くなっており、

住宅は決して安全な場所とは言えない状況であり、応急手当の実施率向上が望ま

れるところです。 

イ 別紙５－２の解説 

平成２１年中、都民の目の前で卒倒するなど都民等が心停止の発症を目撃した

(※)平成２２年度東京消防庁救急セミナー 
 

普通救命講習、普通救命再講習、上級救命再講習、【参加対象者９０９名】

を開催いたします。 

            ｴｯｸｽ 

なお、当日はスポーツⅩ（積極的な社会貢献を目指すスポーツ選手団体、代

表：プロレスラー蝶野正洋氏）から、アスリートの方々が応援参加されます。 

・１１時００分から１２時００分 飯田 覚士さん（元プロボクサー）など 

・１４時００分から１６時００分 蝶野 正洋さん（プロレスラー）など 

 

開催日時 

平成２２年９月９日（木）９時１５分から１７時００分 

 場所 

東久留米市スポーツセンター（東久留米市大門町２丁目１４番３７号） 
 

詳細は、別紙４を参照してください。 



傷病者は３，３０９人で、バイスタンダーによる応急手当（心停止傷病者に対し

て有効な手当＝人工呼吸・胸骨圧迫・ＡＥＤ等による除細動処置に限定）の実施

状況は、図１、表 1 のとおりです。 

都民等により心肺蘇生法等の応急手当が行われていたのは１，５４１人（４６．

６％）でした。このうち救急隊が医療機関に傷病者を収容するまでに呼吸又は脈

が回復した傷病者は２８９人（１８．８％）で、応急手当が行われていなかった

場合と比較すると、５．３ポイント高い結果になっています。 

また、心停止の目撃があった場合は応急手当の実施の有無により、1 ヶ月生存

率に約２．２倍の差が生じています。 

ウ 別紙５－３の解説 

平成２１年中の都民等のＡＥＤによる除細動実施人数（速報値）は１２０人で、

その内６８人（５６．７％）が病院到着前に呼吸や脈拍の回復がありました。過

去３年を比較すると、都民による除細動実施件数とともに、呼吸、脈拍の回復す

る傷病者数の増加が認められます。また、前イのバイスタンダーにより応急手当

が行われた場合の回復率と比較し、約３倍の高い効果が認められています。 

エ 別紙５－４の解説 

心停止した傷病者を救命するためには、「早い１１９番通報」「早い心肺蘇生」

「早い除細動」「早い２次救命処置」の４つが連続して行われることが必要です。

この４つのうちどれか一つでも途切れてしまえば、救命効果は低下します。 

カーラーの救命曲線は、心臓停止など緊急事態における経過時間と死亡率の関

係を示したものです。心停止では３分間放置されると死亡率が約５０％になりま

す。（①曲線） 

平成２１年中の東京消防庁管轄区域内の救急出場件数は、６５５，６３１件で、

４８秒に１回の割合で出場しています。また、救急車が現場に到着するまでに、

平均で６分１８秒かかっています。一人の尊い命を救うためには、バイスタンダ

ーによる早い通報、早い心肺蘇生、早い除細動、救急隊や消防隊、医療機関で処

置をする医師、看護師、検査技師など多くの人の力が一つにつながることが必要

ですが、とりわけ、バイスタンダーにより、救急隊が到着するまでに行われる応

急手当がいかに重要かを示しています。 

⑵ 救急車の適正利用の促進 

救急車の到着が遅れると、救える命が救えなくなる可能性があります。東京消防

庁では「本当に救急車を必要としている声に応える」ため、救急車は緊急性がある

時に利用するよう適正利用を呼びかけています。 

ア 東京民間救急コールセンター利用促進の広報推進 

東京消防庁では、「緊急ではないけれど交通手段がない！」このようなときは東

京民間救急コールセンターを利用するよう、働きかけています。東京民間救急コ

ールセンターでは患者さんの都合に合わせて、寝台（ストレッチャー）や車椅子

のまま搬送する民間救急車と、ご自分で歩行可能な方を搬送するサポートＣａｂ

（救命講習を修了した運転手が乗務するタクシー）を案内しています。（搬送費用

は有料です。）また、効果的な運用を図るため、地区医師会、救急医療機関等の関

係機関及び都民に対して緊急性がない転院搬送、通院及び入退院には、民間救急、

タクシー等を利用するよう理解と協力を求めていきます。 



   イ 救急搬送トリアージの実施 

救急隊が傷病者を観察し、緊急性が認められない場合には、救急車で傷病者を

搬送しない救急搬送トリアージを実施しています。 

３ 応急手当普及啓発用ポスターについて 

⑴ 絵柄 

   別添えのとおり 

⑵ キャッチコピー 

  「覚えよう 命をつなぐ 応急手当」（平成２２年度東京消防庁救急標語） 

  （作成者 塩野 竜司さん 北区） 

⑶ 目的 

  「救急の日」及び「救急医療週間」にあたり、応急手当を覚え、互いに助け合う社会

をつくることの尊さを訴えることにより、都民の応急手当に関わる意識の高揚を図るこ

とを目的としています。 

４ その他 

⑴ 救急相談センター広報行事の取材について 

救急相談センター広報行事の取材を希望される場合は、当日、各広報行事会場の

集合場所において、事前レクチャー開始時間までに、社名、人数及び氏名をご連絡

ください。（別紙３参照） 

⑵ 東京消防庁救急セミナーの取材について 

ア 東京消防庁救急セミナー当日の取材を希望される場合は、平成２２年９月７日

（火）１７時００分までに、ＦＡＸにて広報課報道係に、社名、人数及び氏名を

ご連絡ください。（別紙４参照） 

イ 平成２２年度東京消防庁救急セミナー当日は、１３時２０分より事前レクチャー

を実施しますので、正面入口の記者受付を経て、「記者控室（場所は受付でご案内

いたします。）」にお集まりください。 

⑶ その他 

ア 各行事会場に駐車場はありませんのでご了承ください。 

イ 取材の際は、自社腕章の着用をお願いします。 

 

 

用語の解説 

※１ 医療機関案内・・各医療機関からの最新の診察情報をもとに、最寄りの診察可能

な医療機関を案内しています。 

※２ 救急相談・・・・相談者の症状により、救急相談看護師が救急相談医師の助言を

受けて、医療機関受診の必要性の有無や必要により救急車での

受診をすすめるなどしています。 

 

 

問い合わせ先 

東 京 消 防 庁 ㈹  電話 ３２１２－２１１１ 

救 急 医 務 課 業 務 係  内線 ４５０５～４５０８ 

救急指導課救急普及係  内線 ４６２５～４６２６ 

広 報 課 報 道 係  内線 ２３４５～２３５０ 

 



 

 

 

 

■東京消防庁救急相談センター 

 
急な病気やケガをした場合に、「救急車を呼んだほうがいいのかな？」、「今すぐ病院に行っ 

たほうがいいのかな？」など迷った際の相談窓口として、「東京消防庁救急相談センター」を 

開設しています。 

東京消防庁救急相談センターでは、これらの相談に、相談医療チーム（医師、看護師、救 

急隊経験者等の職員）が、24時間年中無休で対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・その他の医療機関案内について 

医療機関案内については、前記の救急相談センターのほかに、下記の機関でも同様のサービ 

ス行っています。 

○最寄りの消防署や消防分署、消防出張所 

○東京消防庁ホームページ 

○東京都医療機関案内サービス(通称：ひまわり 電話番号：０３－５２７２－０３０３） 

他にも、区市町村によっては、独自に夜間・休日診療体制を実施している区域もありま 

す。区報・市報又はそのホームページ等でお知らせしていますので、あらかじめ休日診療 

病院等の所在地・道順・電話番号などを確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車

で搬送 

医療機

関案内 
・症状に基づく、

緊急性の有無

のアドバイス 

 

・受診に関するア

ドバイス 

 

・応急手当に関す

るアドバイス 

福祉保健

局等の窓

口を案内 

救急相談医 

・相談業務におけ
る医学的判断プ
ロセスの監督 

と最終決定 

救急車を呼んだ方

がいいのかしら？  

救急相談看護師 

・救急相談への 

対応 

救急相談通信員 

・電話の受付 

・医療機関の 

案内 

救急相談センター業務内容 

緊急性なし 

  

緊急性あり 

救急相談以

外の相談 

救急相談 

病院に行ったほうがい

いか教えてほしい！  

東京消防庁救急相談センター電話番号 ＃７１１９（携帯電話・ＰＨＳ・プッシュ回線） 

その他の電話、またはつながらない地域の場合は…… ２ ３区 ０３（３２１２）２３２３ 

                         多摩地区 ０４２（５２１）２３２３   

別紙１－１ 



別紙１－２ 

 

 



 

 

 

別紙１－３ 



東京消防庁救急相談センターの受付状況 （平成21年中）

別紙２－１

医療機関案内

251,599件

80.2％

救急相談

52,940件

16.9％

受付総件数

313,908件

１日あたり
受付件数

８６０件

１日あたり
病院案内

６８９件

１日あたり
救急相談

１４５件注 「かけ直し依頼」とは、看護師が対応中のため、利用者に対して
かけ直すように依頼した事案をいう。

かけ直し依頼
8,093件
2.6％

その他
1,276件
0.4％



救急相談内容の内訳 （平成21年中）

別紙２－２

内 訳 件 数 割合（％）

救急要請 6,251件 11.8％

医療機関案内 27,360件 51.7％

かかりつけ等受診推奨 14,153件 26.7％

応急手当を指導 13,247件 25.0％

他機関窓口を案内 556件 1.1％

看護師への医師助言 24,522件 46.3％

医師直接対応 229件 0.4％

合 計 59,396件 163.0％

注 重複あり



主な救急相談の内容 （平成21年中）

別紙２－３

No 内 訳 件 数
割合
（％）

No 内 訳
件
数

割合
（％）

1
発熱
（小児）

7,606件 14.4％ 6
めまい
ふらつき

1,844件 3.5％

2
頭部外傷
（小児）

2,817件 5.3％ 7 異物誤飲 1,721件 3.3％

3 発熱 2,473件 4.7％ 8
嘔吐・吐き気
(小児）

1,628件 3.1％

4 腹痛 2,385件 4.5％ 9 嘔吐・吐き気 1,529件 2.9％

5 頭痛 2,086件 3.9％ 10 過量服薬 1,141件 2.2％



別紙３

実施時間 行事名 会場名 実施場所 主な内容
参加
予想
人員

担当
消防
署

記者対応者 集合場所
事前レク
開始時間

管理職
出向

9月4日 土
１２時３０分から
１５時３０分まで

防災・救急フェア 松屋通り 中央区銀座３－６

・リーフレット等配布
・応急救護
・救急相談
・起震車体験等

2,000 京橋
救急係長
　下山　清明

会場内救急
普及車の前

12時15分
救急

医務課長

9月9日 木
９時００分から
１１時３０分まで

高岩寺における
広報活動

高岩寺境内
(とげぬき地蔵尊)

豊島区巣鴨３－３５－２
・リーフレット等配布
・応急救護
・救急活動演技

300 豊島
救急技術担当
係長
　古木　康友

高岩寺境内
テントの前

8時45分 救急
部長

実施日

救急医療週間前後の主な東京消防庁救急相談センター広報行事予定



平成２２年度東京消防庁救急セミナー
■開催日時
平成２２年９月９日（木） ９時１５分～１７時００分

■場所
東久留米市スポーツセンター
東久留米市大門町２－１４－３７

■開催目的
平成２２年度東京消防庁救急セミナーを開催します。

■実施内容
救急セミナーでは普通救命講習、普通救命再講習及び上級救命再講習を実施し、参加者にＡＥＤを含めた

心肺蘇生をはじめとする応急手当を習得、維持することの重要性を理解していただく内容とします。
■主催等
主催：東京消防庁、協賛：公益財団法人東京救急協会、後援：東京都応急手当普及推進協議会

■参加者等
一般都民、東京都応急手当普及推進協議会参画団体、午前、午後あわせて９０９名を対象とします。

■教材費（テキスト、レサコ）
普通救命講習１，４００円、普通救命再講習１，２００円、上級救命再講習１，６００円

■指導員等
東京消防庁、東京救急協会、消防団及び災害時支援ボランティアの応急手当指導員及び普及員から公募

■その他
特殊消防車両（スーパーアンビュランス他1車両）、救急広報（東京消防庁救急相談センター等）展示

確認テスト
実技・ペーパー

午前の部 ９：１５～１２：３０
午後の部 １４：００～１７：００

応急手当の重要性 心肺蘇生（成人） AEDによる除細動 気道異物除去 止血法

再講習受講者

東久留米市スポーツセンター

上級救命
再受講者

小児・乳児
に対する
心肺蘇生

包帯法
骨折の応急
手当

傷病者管理
搬送法

カリキュラム（予定）

別紙４



別紙５－１

搬送
人員

心停止
目撃※2

搬送
人員

心停止
目撃※2

a b c
実施率
(c/a)

a b c
実施率
(c/a)

住宅（専用・共同・寮・寄宿舎） 8,807 2,517 1,293 14.7% 8,757 2,445 1,635 18.7%

自助施設・グループホーム等 76 44 45 59.2% 発生率

特別養護老人ホーム 997 366 581 58.3% 736 289 419 56.9% 発生率

老人施設（特養以外） 336 156 198 58.9% 発生率

ホテル・旅館・簡易宿泊所 80 27 14 17.5% 76 22 15 19.7% 不特定

会社・オフィス 144 61 35 24.3% 122 59 34 27.9%

工場・製造所・作業場 2 2 2 100.0% 39 11 12 30.8%

その他仕事場業態の場所 19 10 6 31.6%

188 114 45 23.9% 256 160 70 27.3% 不特定

45 26 7 15.6% 59 33 22 37.3%

65 20 26 40.0% 63 24 24 38.1%

病院 75 44 44 58.7% 75 47 55 73.3%

診療所・クリニック・医院 68 63 50 73.5% 81 63 58 71.6%

助産所・鍼灸院・接骨院等 0 0 0 0.0% 4 2 0 0.0%

34 17 18 52.9% 27 20 15 55.6% 公共性

26 21 6 23.1% 24 14 15 62.5% 大規模

39 30 26 66.7% 34 27 31 91.2% 発生率

183 30 20 10.9% 88 20 13 14.8%

22 9 6 27.3% 31 19 14 45.2%

36 17 13 36.1% 28 19 14 50.0% 公共性

線路・軌道敷 39 7 1 2.6% 57 27 8 14.0%

駅 209 116 89 42.6% 177 99 79 44.6% 公共性

空港 8 8 7 87.5% 4 3 3 75.0% 公共性

港 0 0 0 0.0% 1 0 0 0.0% 公共性

駐車場・駐輪場 57 15 8 14.0% 58 24 9 15.5%

一般道路 726 311 110 15.2% 710 337 166 23.4%

15 8 4 26.7% 13 6 4 30.8%

農地（田・畑） 6 3 3 50.0% 3 1 0 0.0%

山林 0 0 0 0.0% 6 3 1 16.7%

河川・水路 0 0 0 0.0% 68 14 11 16.2%

湖沼等 0 0 0 0.0% 2 0 0 0.0%

海 9 0 3 33.3% 8 1 2 25.0%

その他自然環境・土地 15 4 3 20.0%

54 28 14 25.9% 36 13 7 19.4%

87 44 16 18.4% 40 16 13 32.5%

12,021 3,904 2,441 20.3% 12,129 4,032 3,001 24.7%

50％以上

応急手当実施率 30％以上～50％未満

30％未満

摘要欄 公衆の出入りする場所の区分を記載した。

公共性・・・公共性のある施設

傷病者・・・傷病者の発生率が高いと予測される施設

不特定・・・不特定多数を収容する施設

大規模・・・大規模集客施設

平成２０年中

育児児童施設・学校

健康・保養・美容施設

発生場所別心停止目撃・応急手当実施状況（※１）

娯楽・遊戯施設

医療等
施設

摘要

高速道路・自動車専用道路

発生場所

会社
工場等

販売・サービス業施設

平成２１年中

応急手当(胸骨圧迫・
人工呼吸・除細動)

居住
介護

宿泊施設

公園・遊園地等

運動施設

芸術・文化施設

※２　心停止目撃は、市民目撃及び隊員目撃の合計

応急手当(胸骨圧迫・
人工呼吸・除細動)

官公庁・行政施設

宗教施設・斎場等

※１　平成21年度から新システムの運用が開始されたため、発生場所については平成20年の統計を平成21年に合わせた。

自然環境
土地

総　　　　計

分類不明

建築・工事現場

道路
車両

交通施設



バイスタンダーによる目撃のある傷病者に対する

応急手当実施状況等（平成２１年中）

46.6%53.4%

図１ バイスタンダーによる

応急手当実施状況

応急手当
実施あり

応急手当
実施なし

搬送
人員

収容前
心拍再
開者数

収容前
心拍再
開率

１ヶ月
生存者
数

１ヶ月
生存率

応急手当
あり

1,541 289 18.8% 150 9.7%

応急手当
なし

1,768 239 13.5% 79 4.5%

合 計 3,309 528 16.0％ 229 6.9％

表１ 収容前心拍再開・１ヶ月生存状況

5.3ポイント 2.2倍
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6

24

40

48
52

0

20

40

60

80

100

120

140

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

合計
41人

合計
110人

合計
75人

41.5％

56.4％
46.7％

合計
120人

合計
9人

56.7％

都民等によるＡＥＤの救命効果 （医療機関での発生を除く）

（速報値）

６名(0.3P)
アップ

33.3％

病院に搬送されるまでに
自己心拍が回復した
傷病者数 （回復率）

病院に搬送されるまでに
回復しなかった傷病者数
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救命の連鎖（チェーン・オブ・サバイバル）の重要性

カーラーの
救命曲線
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